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務

肺
が
ん
・
結
核
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

2
0
2
2
年
の
が
ん
死
亡
数
で
、
肺
が
ん
は
男
性
の

１
位
、
女
性
の
２
位
で
し
た
。
ま
た
、
さ
い
た
ま
市
の

新
登
録
結
核
患
者
数
（
図
１
）
は
毎
年
１
０
０
人
前
後

で
す
。
高
齢
者
が
多
い
で
す
が
、
若
年
者
に
も
発
症
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
結
核
の
患
者
さ
ん
が
大
勢
い
ま
し

た
。
高
齢
者
の
結
核
は
過
去
の
感
染
か
ら
の
再
燃
が
多

く
、
か
つ
て
肋
膜
や
肺
浸
潤
、
肺
に
影
が
あ
る
と
言
わ

れ
た
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

最
近
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
胸

部
撮
影
の
放
射
線
量
は
１
年
間
に
浴
び
る
自
然
放
射
線

の
５
０
〜
1
2
0
分
の
１
程
度
に
減
っ
て
い
ま
す
。

新登録結核患者数（市内）
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0〜19歳 20〜29歳 30〜39歳 40〜49歳 50〜59歳 60〜69歳 70〜79歳 80歳以上 合計

令和元年 4 15 12 9 18 13 25 47 143

令和２年 1 8 6 6 9 17 22 40 109

令和３年 3 7 5 11 16 12 18 35 107

令和４年 1 5 5 7 17 7 18 36 93

令和５年 1 10 9 8 13 13 18 41 113

・肺がん・結核検診を受けましょう
　　呼吸器内科部長 感染対策室長　川上 務
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胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
図
２
）
で
は
、
①
肺
が
ん
・

結
核
以
外
に
、
②
心
・
血
管
、
③
横
隔
膜
下
、
④
骨
・

軟
部
に
つ
い
て
も
見
ま
す
。

①�

　
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
、
肺
炎
、
胸
膜
炎
、
気
胸
、

間
質
性
肺
炎
、
転
移
性
肺
腫
瘍
、
石
綿
肺
、
塵
肺
、

肺
気
腫
、
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
、
甲
状
腺
腫
瘍
な
ど

②
　
心
不
全
、
胸
部
動
脈
瘤
、
動
脈
硬
化
な
ど

③
　
胃
滑
脱
ヘ
ル
ニ
ア
、
胆
石
、
イ
レ
ウ
ス
な
ど

④�

　
圧
迫
骨
折
、
肋
骨
骨
折
、
骨
腫
瘍
、
栄
養
状
態
の

変
化
な
ど
　
で
す
。

さ
い
た
ま
市
の
肺
が
ん
・
結
核
検
診
の
実
施
期
間
は
、

2
0
2
4
年
4
月
27
日
か
ら
2
0
2
5
年
３
月
８
日
で

す
。
な
お
、「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
感
染
症
法
）」
で
65
歳
以
上

は
、
結
核
検
診
を
年
１
回
受
診
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

正
確
な
読
影
の
た
め
に
は
、
良
い
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
を
撮
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
や
ネ
ッ

ク
レ
ス
は
外
し
て
く
だ
さ
い
。
T
シ
ャ
ツ
の
飾
り
、
プ

リ
ン
ト
な
ど
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
写
る
の
で
、
無
地
の
も

の
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
髪
の
長
い
方
は
肩
よ
り

上
に
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

撮
影
の
時
は
、
息
を
し
っ
か
り
吸
っ
た
状
態
で
止
め

て
く
だ
さ
い
。
血
管
や
気
管
支
の
重
な
り
が
減
り
細
か

な
陰
影
が
分
か
り
易
く
な
り
ま
す
。

検
診
は
毎
年
受
け
て
頂
く
と
新
規
の
病
変
や
陰
影
の

経
年
変
化
が
わ
か
り
、
診
断
の
正
確
性
が
増
し
ま
す
。
病

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

図２

呼
吸
器
内
科
診
療
案
内

　
　
外
来
は
月
曜
日
（
川
上
）
、
火
曜
日
（
野
村
）
、

水
曜
日
（
大
須
賀
）
、
木
曜
日
（
川
上
・
森
田
）
で
す
。

自
治
医
科
大
学
附
属
さ
い
た
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

呼
吸
器
内
科
（
野
村
）
、
呼
吸
器
外
科
（
大
須
賀
）
の

派
遣
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
喘
息
、
間
質
性
肺
炎
、
気
胸
、
C
O
P
D
、
肺
抗
酸

菌
症
、
慢
性
気
管
支
炎
、
感
染
症
な
ど
を
診
て
い
ま
す
。

地
域
の
先
生
方
か
ら
は
、
肺
癌
検
診
に
お
け
る
胸
部
異

常
陰
影
の
二
次
精
査
の
他
、
慢
性
咳
嗽
、
血
痰
、
息
切

れ
、
低
酸
素
血
症
（
在
宅
酸
素
療
法
導
入
）、
誤
嚥
性
肺

炎
な
ど
で
ご
紹
介
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
症
状
に
よ
っ
て
は
入
院
治
療
を
行
い
、
軽
快
後
は
紹

介
元
へ
逆
紹
介
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
肺
癌
や
間
質
性
肺
炎
な
ど

は
、
当
院
で
画
像
診
断
等
で

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
、

確
定
診
断
や
治
療
の
た
め
に

高
次
医
療
機
関
へ
紹
介
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
緩
和

治
療
な
ど
で
当
院
へ
再
紹
介

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
円
滑

な
連
携
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

感
染
対
策
管
理
者
、感
染
管
理
認
定
看
護
師

　
土
田
　
幸
子

冬
の
感
染
対
策

　
冬
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
が
流

行
す
る
季
節
で
す
。
た
と
え
ば
、
急
性
上
気
道
炎
（
い

わ
ゆ
る
風
邪
）
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
胃
腸
炎
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
例
年
よ

り
も
流
行
し
て
い
る
感
染
症
が
増
え
て
い
ま
す
。

●
な
ぜ
、
冬
に
感
染
症
が
流
行
し
や
す
い
の
？

　
冬
に
感
染
症
が
流
行
す
る
理
由
は
、「
１
．
気
温
と
湿

度
」「
２
．
免
疫
力
の
低
下
」
の
ふ
た
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

呼吸器内科外来担当医師

月 火 水 木 金

午 

前
野村 大須賀

川上
森田

午 

後
川上

野村
（肺癌２次）

森田
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１
．
気
温
と
湿
度

　
冬
は
低
温
・
低
湿
度
を
好
む
ウ
イ
ル
ス
に
と
っ
て
最

適
な
環
境
と
な
り
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
ウ
イ

ル
ス
内
の
水
分
が
蒸
発
し
て
軽
く
な
り
、
空
気
中
に
浮

遊
す
る
量
が
増
え
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

２
．
免
疫
力
の
低
下

　
気
温
が
低
く
な
り
体
温
が
下
が
る
と
、
代
謝
機
能
や

免
疫
力
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
体
内
の
水
分
量
が
減

り
、
鼻
や
喉
の
粘
膜
が
乾
燥
す
る
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
が

身
体
へ
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
　

●
感
染
症
は
ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

　
主
な
感
染
経
路
は
「
飛
沫
感
染
」
「
空
気
感
染
」

「
接
触
感
染
」
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

１
．
飛
沫
感
染

　
感
染
し
た
人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
に
含
ま
れ
る

ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
飛
沫
は
、

１
～
２
ｍ
の
範
囲
で
床
に
落
ち
ま
す
。

２
．
空
気
感
染

　
飛
沫
の
水
分
が
蒸
発
し
た
飛
沫
核
な
ど
、
小
さ
い
粒

子
が
空
気
中
を
浮
遊
し
、
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感

染
し
ま
す
。
飛
沫
核
は
、
２
ｍ
以
上
浮
遊
し
長
時
間
感

染
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
．
接
触
感
染

　
タ
オ
ル
や
ド
ア
ノ
ブ
、
電
車
の
つ
り
革
、
嘔
吐
物
な

ど
に
触
れ
た
際
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
手
で
、
眼
や

鼻
や
口
に
触
れ
る
こ
と
で
粘
膜
か
ら
感
染
し
ま
す
。
感

染
し
た
人
が
く
し
ゃ
み
や
咳
を
す
る
と
き
に
押
え
た
手

で
、
他
の
人
の
手
に
触
れ
た
り
物
を
触
る
こ
と
で
感
染

を
広
げ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

●
感
染
症
を
予
防
す
る
に
は
？

１
．
こ
ま
め
な
手
洗
い

　
一
番
簡
単
で
重
要
な
感
染
対
策
は
、
「
手
洗
い
」
で

す
。
手
は
、
い
ろ
ん
な
人
や
場
所
を
触
る
た
め
ウ
イ
ル

ス
が
付
き
や
す
い
場
所
で
す
。
帰
宅
後
や
食
事
前
、
ト

イ
レ
の
後
、
調
理
の
前
後
な
ど
石
鹸
を
使
っ
て
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。
手
が
乾
燥
し
て
荒
れ
や
す
い
季
節
な
の

で
、
保
湿
も
忘
れ
ず
に
。

正
し
い
手
洗
い
の
方
法

２
．
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
は
、
自
分
の
咳
や
く
し
ゃ
み

の
飛
沫
で
、
他
の
人
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
、
マ
ス
ク

や
ハ
ン
カ
チ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使
っ
て
口
と
鼻
を
押
え

る
こ
と
で
す
。
マ
ス
ク
は
、
他
の
人
の
飛
沫
が
口
や
鼻

に
入
る
の
を
防
ぐ
の
に
も
有
効
で
す
。

３
．
免
疫
力
を
高
め
る

　
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
「
十
分
な
睡
眠
」
や

「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」
「
適
度
な
運
動
」
な
ど
規

則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

流
行
期
は
人
ご
み
を
避
け
、
調
子
が
悪
い
時
は
無
理
を

し
な
い
こ
と
も
大
切
な
体
調
管
理
で
す
。

　
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
は
感
染
症
に
よ
る
重
症
化
の
予

防
や
、
他
の
人
へ
感
染
を
広
げ
な
い
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
感
染
症
対
策
は
、
「
自
分
が
か
か
ら
な
い
」
「
相
手

に
う
つ
さ
な
い
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
高
齢
者
や

小
さ
い
お
子
さ
ま
、
基
礎
疾
患
を
も
っ
て
い
る
人
は
、

感
染
症
に
か
か
る
と
重
症
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
感
染
症
か
ら
ご
自
身
を
守
る
た
め
、
大
切
な
方
を
守

る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
感
染
対
策
を
心
が
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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当
院
の
「
な
」
仲
間
「
か
」
環
境
「
み
」

魅
力
に
つ
い
て
、
各
部
署
・
院
内
の
様
子
な

ど
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

H
O
K
U
B
U
の
な
か
み

Vol.3

臨
床
検
査
科

Q1

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

臨
床
検
査
科
は
一
階
の
中
央
に
位
置
し
そ
の
周
り
が

外
来
ブ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
児
科
、
内
科
の
目
の

前
に
採
血
室
・
生
理
検
査
室
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
移

動
を
最
小
限
に
し
た
検
査
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

検
査
科
は
各
部
門
に
分
か
れ
、
血
液
検
体
を
使
っ
た

生
化
学
免
疫
検
査
（
た
ん
ぱ
く
質
や
酵
素
な
ど
を
調
べ

て
体
に
異
常
が
な
い
か
を
み
る
検
査
）、
血
算
・
血
液
像

（
赤
血
球
数
・
血
小
板
数
・
白
血
球
数
・
分
類
か
ら
貧
血

や
炎
症
・
病
気
を
見
つ
け
ま
す
）・
凝
固
検
査
（
止
血
能

力
を
把
握
し
ま
す
）、
血
液
型
、
輸
血
検
査
と
尿
一
般
検

査
、
病
理
細
胞
診
検
査
（
臓
器
の
一
部
を
採
っ
て
き
て

病
気
の
有
無
や
良
性
・
悪
性
を
調
べ
る
検
査
）、
細
菌
・

迅
速
感
染
症
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
か
ら

「
安
心
し
て
任
せ
ら

れ
る
」「
痛
く
な
い
」

と
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
く
こ
と

も
多
く
、
我
々
の
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
高
い
技
術
力
で
苦
痛
を
和
ら
げ
、
採
血

か
ら
検
査
結
果
報
告
ま
で
の
時
間
を
少
し
で
も
短
縮
で

き
る
よ
う
、
一
同
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。     

Q3

部
署
の
雰
囲
気
を
ひ
と
こ
と
で
！

真
面
目
で
一
生
懸
命
な
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

和
や
か
な
職
場
環
境
で
す
。

生
理
検
査
は
心
電
図
、
脳
波
、
聴
力
、
呼
吸
機
能
、
脈
波
、

超
音
波
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

臨
床
検
査
の
目
的
は
「
健
康
状
態
を
知
る
」、「
異
常
の

原
因
を
調
べ
る
」、「
治
療
方
針
の
選
択
」、「
治
療
状
態
を

確
認
（
効
果
判
定
）」
な
ど
様
々
で
必
要
不
可
欠
な
情
報

を
迅
速
か
つ
正
確
に
診
療
の
現
場
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

Q2

最
近
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
？

患
者
満
足
度
向
上
の
た
め
、
採
血
室
の
混
雑
緩
和
に

努
め
て
い
ま
す
。
始
業
か
ら
3
名
の
採
血
担
当
者
を
配

置
し
て
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
担
当
者
が
優
し
く
寄
り
添
い
、

高
齢
者
・
車
い
す
の
方
・
足
の
不
自
由
な
方
・
不
安
で
い
っ

ぱ
い
の
小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

▲検査科は
　「E」の看板が目印です

▲�血液を顕微鏡で見て、形や
異常な細胞がないかなどを
調べます

▼�細菌培養検査

▲�輸血検査
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冬
の
訪
れ
と
と
も
に
寒
い
日
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
片
頭
痛
や
め
ま
い
な
ど
増
え
て
き
た
と
言
う
人

も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
い
ろ
ん
な
原
因
が
あ
り
ま

す
が
脳
疾
患
が
要
因
と
な
る
事
は
多
く
、
症
状
が
な
く

て
も
病
変
が
進
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
脳
ド
ッ
ク
で
指
摘
さ
れ
る
例
を
画
像
と
一
緒

に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

9. 脳ドック（脳 MRI）
でなにがわかる？

 シリーズ健康生活 

放射線科　竹内　信行

〇
無
症
候
性
脳
梗
塞
（
か
く
れ
脳
梗
塞
）

　
脳
ド
ッ
ク
で
重
要
な
要
素
と
し
て
「
大
脳
白
質
病
変
」

が
あ
り
ま
す
が
、
主
に
F
L
A
I
R
と
い
う
撮
像
で
判

定
さ
れ
ま
す
。
大
脳
の
中
に
白
く
写
っ
て
く
る
所
見
で

す
（
矢
印
⇨
）。
低
G
r
a
d
e
で
は
無
症
状
の
小
さ

な
脳
梗
塞
で
、「
か
く
れ
脳
梗
塞
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
G
r
a
d
e
が
上
が
っ
て
い
く
と
白
い
部

分
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
特
に
脳
室
周
囲
の
高
信
号
は
、

歩
行
速
度
の
低
下
、
大
脳
深
部
や
皮
質
下
白
質
の
高
信

号
域
は
、
精
神
機
能
の
低
下
に
影
響
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。	

（
脳
ド
ッ
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
参
照
）

〇
未
破
裂
脳
動
脈
瘤　

※
画
像
１

　
脳
血
管
M
R
A
の
画
像
で
見
つ
か
る
事
が
多
く
、
未

破
裂
脳
動
脈
瘤
は
破
裂
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
経
過
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。（
矢
印
⇨
）
で
示
し
た
部
分
が
未
破
裂

動
脈
瘤
に
な
り
ま
す
。
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
が
破
裂
す
る

と
「
く
も
膜
下
出
血
」
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

画像１
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【発行】さいたま北部医療センター さいたま北部医療センターホームページ
h t t p : / / s a i t a m a h o k u b u . j c h o . g o . j p
※右のQ Rコードから、健康便りのバックナンバーを

ご覧いただけます。

〇
微
小
出
血　

※
画
像
２

　
S
W
I
（
磁
化
率
強
調
画
像
）
で
は
、
脳
内
の

細
か
い
血
管
が
破
れ
て
わ
ず
か
に
出
血
し
た
状
態

が
黒
く
映
し
出
さ
れ
ま
す
（
矢
印
⇨
）。
症
状
は
あ

り
ま
せ
ん
が
認
知
機
能
に
悪
影
響
が
出
る
事
が
あ

り
、
致
命
的
な
脳
出
血
の
前
兆
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　
当
院
で
受
診
で
き
る
脳
ド
ッ
ク
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
コ
ー
ス
で
、
頭
部
M
R
I
/
M
R
A
検
査
と
頸

動
脈
エ
コ
ー
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
挙
げ
た
例
は
代
表
的
な
も
の
で
、
頭
部

M
R
I
は
様
々
な
疾
患
を
見
つ
け
る
の
に
有
用
で

す
。

　
定
期
的
に
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
て
、
脳
卒
中
予
防

を
お
勧
め
し
ま
す
。

当院の脳ドックで行う検査

計測・血圧測定・医師の診察

尿検査・血液検査・心電図

脳 MRI・MRA・頸部 MRA

頸動脈超音波・認知機能検査

　　　　　　　　　　　　　

費用：	38,000円（税抜）

	 	 詳細は健康管理センター

電話：	048-663-1811

	 	 平日（月曜～金曜日）

	 	 8：30～16：00

レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
ご
案
内

　
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
と
は
、
自
宅
療
養
中
の
患
者

さ
ん
の
ご
家
族
が
患
者
さ
ん
を
看
護
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
際
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
患
者

さ
ん
に
入
院
し
て
い
た
だ
き
ご
家
族
に
代
わ
っ
て

お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
J
C
H
O
さ
い
た
ま
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

〝
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
家
族
の
支
援
〟
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
の
レ
ス
パ

イ
ト
入
院
を
受
入
れ
て
い
ま
す
。

　
①
ご
家
族
が
休
息
を
と
る
、
②
ご
家
族
が
冠
婚

葬
祭
に
出
席
す
る
た
め
に
不
在
に
な
る
、
③
ご
家

族
が
入
院
す
る
時
な
ど
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

入
院
の
対
象
に
な
る
患
者
さ
ん

①�

医
療
的
処
置
が
必
要
で
あ
る
た
め
介
護
保
険
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
が
困
難
な
方

②�

体
調
が
安
定
し
て
お
り
、
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の

設
定
期
間
内
に
自
宅
へ
お
戻
り
い
た
だ
け
る
方

③
当
月
に
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
を
利
用
し
て
い
な
い
方

④�

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
の
入
院
期
間
（
他
院
・

当
院
で
の
入
院
を
含
め
）
が
通
算
で
60
日
間
を

こ
え
る
場
合
は
、
最
終
の
退
院
日
か
ら
3
カ
月

以
上
経
っ
て
い
る
方

ご
注
意
事
項
（
治
療
目
的
の
入
院
で
は
な
い
の
で

以
下
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

①�

１
回
の
入
院
期
間
は
1
泊
2
日
～
13
泊
14
日
で

す
（
延
長
が
必
要
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

②
入
院
中
に
治
療
・
検
査
等
は
行
い
ま
せ
ん
。

③�

内
服
薬
、
点
眼
薬
・
軟
膏
・
湿
布
な
ど
の
外
用

薬
、
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
の
自
己
注
射
薬
、
栄
養

剤
、
胃い

ろ

う瘻
・
ス
ト
マ
な
ど
の
医
療
材
料
や
オ
ム

ツ
な
ど
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

④�

利
用
開
始
日
（
入
院
日
）
は
平
日
の
み
に
て
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
お
申
し
込
み
方
法

　
か
か
り
つ
け
医
、
も
し
く
は
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
介
し
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

レ
ス
パ
イ
ト
入
院
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
さ
い
た
ま
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室

　
電
話
　
0
4
8
￨

6
5
3
￨

7
8
5
8

画像２

66


